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道路建設事業の再評価項目調書

事 業 名 一般国道９号 米子道路 事業主体 中国地方整備局
よなご

鳥 取県西 伯郡大 山 町安 原～鳥 取県米子市陰 田 町所 在 地
とっとり さいはく だいせんちょうやすはら とっとり よなご いんだちょう

一般国道９号は京都市から下関市に至る延長約６４５ｋｍの主要な幹線道路であ事業概要
。 、 、る 米子道路は 米子市内の交通渋滞の緩和および山陰の地方都市間との連携強化

地域の活性化を図ることを目的とした延長約１４．２ｋｍの４車線道路である。

（ （ ））事業採択年度 昭和４７年度 平成元年１２月都市計画変更（ L=9.4km：自動車専用道路への変更 無料

（ ））（平成４年 １月都市計画変更( ：自動車専用道路への変更 有料L=4.5km

総事業費 約 ９５７億円 既投資額 平成１６年度末まで
約６４７億円（進捗率６８％）

再 ①事業 ア)事業をめぐる社会情勢等の変化
当該路線は、郊外型ショッピングセンター等の商業施設や、工業団地等の開発によ評 の必要

り交通量が増加しており、米子市街地を中心として慢性的な交通混雑が生じている。価 性に関
また、観光面では境港や皆生温泉などへ訪れる年間約３００万人の観光客のうち９の する点

割以上が自動車を利用している。視
Ｈ４．１２ 中国横断道米子自動車道（米子－落合間）供用点
Ｈ７．３ 境港がＦＡＺ（輸入促進地域）に指定
Ｈ８．３ 米子空港 滑走路完成2,000m
Ｈ１６．６ 境港多目的国際ターミナル供用開始
Ｈ１７．３ 旧米子市・旧淀江町合併

イ)費用便益分析(平成１７年度価値換算による） （残事業）事業全体

本事業に要する費用(総費用) 本事業による効果(総便益)

■事業費 走行時間■
(272) 957億円 短縮便益 （1,663）3,240億円④総事業費※１
(198)1,421億円① ■走行経費現在価値事業費※２

■維持管理費 (93) 172億円② 減少便益 （ 167） 340億円⑤
■交通事故

■残存価値 (16) 16億円③ 減少便益 （ 69) 122億円⑥※３
総費用（Ｃ） 総便益（Ｂ）

①＋②－③＝ (276 1,578億円 ④＋⑤＋⑥＝（1,899）3,702億円）
既に登録されている当事業に必要な費用。※１：
将来または過去の費用を、現在の価値に換算※２：
したもの。

評価対象期間末時点で、当該事業に残ってい※３：
る価値。

評価対象期間 ＝ 整備期間＋４０年

（残事業）事業全体
費用便益分析の結果 今回評価 Ｂ／Ｃ＝（６．９）２．３

「 」費用便益分析マニュアル(案)による
（H15.8.1付け国都街第39号、国道分評第15号通達）
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事業主体 中国地方整備局事 業 名 一般国道９号 米子道路
よなご

再 ①事業 ウ)事業の効果
評 の必要 円滑なモビリティの確保

・・・現道部の主要渋滞ポイントである今津交差点、西原交差点、二本木交差価 性に関
点、新日野橋西詰交差点、陰田交差点の渋滞改善が見込まれる。の する視

安全で安心できる暮らしの確保視 点
・・・三次医療施設である鳥取大学付属病院へのアクセス向上が見込まれる。点

生活環境の改善・保全
・・・Ｃｏ 、Ｎｏｘ、ＳＰＭ排出量の低減が見込まれる。2

地域づくりの支援
・・・地域連携プロジェクトを支援（鳥取県中海圏域地方拠点都市地域）

エ）事業の進捗状況
１．主な経緯

昭和４７年度 事業化
昭和５０年２月 都市計画決定（米子市浦津～陰田町）
昭和５４年度 工事着手
昭和５６年８月 都市計画決定（西伯郡淀江町今津～米子市浦津）
昭和６０年９月 米子南ランプ～米子西国道９号接続部供用

Ｌ＝３．２ｋｍ
平成元年１２月 都市計画変更（米子市尾高～米子市陰田町）

Ｌ＝８．８ｋｍ
平成元年１２月 赤井手交差点～米子南ランプ供用（暫定）

Ｌ＝４．５ｋｍ
平成３年３月 米子東ＩＣ～赤井手交差点供用（暫定）

Ｌ＝０．５ｋｍ
平成４年１月 都市計画変更（西伯郡大山町安原～米子市尾高）

Ｌ＝５．４ｋｍ
平成１０年３月 淀江大山ＩＣ～米子東ＩＣ供用（暫定）

Ｌ＝５．４ｋｍ
平成１７年８月 米子ＪＣＴ Ｂランプ（松江→岡山方向）供用

Ｌ＝０．６ｋｍ

２．事業の進捗状況
○工事の進捗状況

現在、米子ＪＣＴ Ｃランプ（岡山→松江方向）について、平成１８年度内の
供用を目指し事業を進めている。

なお、平成１６年度末までの工事進捗率は約６９％である。

○用地補償の状況
進捗率１００％（平成１２年度完了 。）
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事 業 名 一般国道９号 米子道路 事業主体 中国地方整備局
よなご

・工事の進捗見込み再 ②事業
米子ＪＣＴ Ｃランプ（岡山→松江方向）について、平成１８年度内の供用に向け評 進捗の

整備を促進しており、現在、上部工の架設を行っている。価 見込み
の
視
点

・米子ＪＣＴの施工にあたり、新工法（海浜海岸耐候性鋼材の使用、 ケーソン）③コス SS
の導入によりコスト縮減を図った。ト縮減
・建設副産物の発生抑制や再生材利用等により、今後もコスト縮減に努めることとしや代替

ている。案の可
・また、平成１０年の淀江大山ＩＣ～米子東ＩＣ間暫定供用により、当該路線は全線能性
の暫定供用を行い米子市内の交通課題の改善に寄与してきたところであるが、米子市
内では交通量の増加等による新たな交通課題が生じている。

米子道路は、この課題に対応するもので米子ＪＣＴの整備も進めており、再評価に
より代替案を検討する必要はないと考えている。

今後の対応 ・事業継続
方針 平成１８年度に米子ＪＣＴ Ｃランプ の供用に向け事業を推（岡山→松江方向）

進。
また、現国道９号、米子道路及び周辺道路の交通状況、社会情勢の変化等を踏

、 、 。まえ 適切な時期に４車線化の必要性を検討するもので 今後も事業を継続する



一般国道９号 米子道路
よ な ご

平成１７年１２月６日

国土交通省 中国地方整備局



米子市

倉吉市

鳥取市

境港市

鳥 取 県

境港

鳥取港

米子空港

鳥取空港

米子道路 Ｌ＝１４．２ｋｍ

米子自動車道

一般国道９号 米子道路

１．位置図

一般国道（直轄管理区間）

一般国道（直轄管理区間外）

国土開発幹線自動車道等

有料道路

西伯郡大山町
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２．米子道路の概要
（１）事業概要
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○標準断面図（土工区間）

※ 現在の供用形態は暫定(２車線）整備

起終点

起点 ：　鳥取県西伯
さいはく

郡大山町
だいせん

安原
やすはら

終点 ：　鳥取県米子市
よなご

陰田町
いんだ

計画延長
Ｌ＝１４．２ｋｍ
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い
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や
す
は
ら

西
伯
郡
大
山
町
安
原

米子道路 １４．２ｋｍ

（主）淀江岸本線

一般国道（直轄管理区間）

一般国道（直轄管理区間外）
国土開発幹線自動車道等

有料道路
主要地方道

一般県道

（有料道路区間）

■米子ＩＣ上空より米子市街地方面を臨む

道路規格 第１種第２級 第１種第３級

設計速度 100km/h 80km/h

計画幅員 23.5m 20.5m

車線数 ４車線 ４車線

淀江岸本線以東
ヨドエキシモト

淀江岸本
ヨドエキシモト

線以西

一般国道（直轄管理区間）自専道区間

一般国道９号 米子道路
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２．米子道路の概要
（２）事業経緯（供用経緯）

都市計画決定

都市計画決定変更

昭和50年2月 昭和56年8月

平成元年12月 平成4年1月

暫定供用時期
昭和60年9月
米子南ランプ～
米子市陰田町

L=3.8km

平成元年12月
米子東IC(赤井手)～

米子南ランプ
L=4.5km

平成3年3月
米子東IC(尾高)～
米子東IC(赤井手)L=0.5km

平成10年3月
淀江大山IC～米子東IC

L=5.4km

事業化 昭和４７年度

（
Ｈ
4.12供

用
）

Ｈ13.3供用

平成17年8月
米子JCT Bランプ（松江→岡山）
供用L=0.6km

一般国道９号 米子道路



安来市

米子市

日吉津村
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島根県

至松江

安来道路
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日野川東IC

米子IC

米子東IC

淀江大山IC

至鳥取

日本海
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JCT

一般国道９号 米子道路 L=14.2km

431

180

米子西IC
181

２．米子道路の概要
（２）事業経緯②（現在の工事状況）

■米子JCT Ｃランプ上部工架設状況

■（写真①）米子自動車道上空より米子JCTを望む

Ｂランプ

Ｃランプ

米子IC

至

松
江

至

鳥
取

米
子
自
動
車
道

■（写真③）

起
点

鳥
取
県
西
伯
郡
大
山
町
安
原米子道路（有料区間）

米
子
自
動
車
道

と

っ

と

り

さ

い

は

く

だ

い

せ

ん

ち
ょ
う

や

す

は

ら

終
点

鳥
取
県
米
子
市
陰
田
町

と

っ

と

り

よ

な

ご

い

ん

だ

ち
ょ
う

■（写真②）

（写真①)

Ｃランプ（岡山→松江方向）

至鳥取

至岡山

（写真②)

（写真③)

至
松
江

Ｂランプ
（松江→岡山方向）
平成１７年８月４日開通

米子ＪＣＴ付近詳細図

一般国道９号 米子道路



３．現在の状況
（１）道路交通の状況①（交通量の変化）

注)・交通容量はH11センサス容量を採用、交通量はH11センサス値
,H17は倉吉河川国道事務所、西日本高速道路株式会社調査結果による

■米子道路は供用後、交通量が増加し続けている。また、現道部においても増加傾向にある。
また、現道部の混雑度は多くの区間で1.5以上となっている。

凡例
交通量調査地点

交通量（台/24h）※赤字で値を記載

混雑度 ※黒字で値を記載

合流部で躊躇する車両

○増加する交通量

米子道路にお
ける交通量は
増加しており、
合流部では、
躊躇する車両
が多く危険。

陰田
赤井手
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5,441 5,599
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米子自動車道（溝口～米子）

※Ｈ９に交通量が増加しているのは、
境港市で「海みなと博覧会」が開催された影響と推測される。

3,1272,922
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Ｈ１１ Ｈ１７

0.00

0.50

1.00

淀江大山IC～米子東IC（米子道路）(台/24h) （混雑度）
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一般国道９号 米子道路



米子道路

３．現在の状況
（１）道路交通の状況②（渋滞）

今津交差点

西原交差点

二本木交差点新日野橋西詰
交差点

陰田交差点

主要渋滞ポイント

至町道

至
松
江

至県道

西原交差点

最大渋滞長（直進）
L=550m（３分）

至
鳥
取

今津交差点

最大渋滞長（直進）
L=450m（４分）

至町道

至県道

至
鳥
取

至
松
江

至
松
江

至米子I.C

二本木交差点
最大渋滞長（左折）

L=330m（５分）
至皆生

至
鳥
取

最大渋滞長（右折）
L=240m（２分）

至県道

至
松
江

至県道

新日野橋西詰交差点

最大渋滞長（直進）
L=560m（５分）

至
鳥
取

至
松
江

至 米 子 西
I.C

陰田交差点

最大渋滞長（直進）
L=900m（１２分）

至
鳥
取

■米子周辺地域には主要渋滞ポイントが５箇所存在している。

※主要渋滞ポイントは
「新しい渋滞対策ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（案）」（鳥取県幹線道路協議会、鳥取県道路交通渋滞対策部会）による。
渋滞長・通過時間は「陰田交差点」はH14調査、他はH15調査。

至鳥取

一般国道９号 米子道路
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３．現在の状況
（１）道路交通の状況③（交通事故）

■米子道路と並行する米子市内の現道部において交通事故が多発している。

二本木交差点西福原一丁目
交差点

公会堂前交差点

米子市二本木
二本木交差点米子市西福原一丁目

西福原一丁目 交差点

米子市富士見二丁目
公会堂前交差点

至　鳥取

至　松江

至　境港

①②

③

②西福原一丁目交差点

①二本木交差点

③米子市公会堂前交差点

※事故データは平成12～15年交通事故統合データによる。
鳥取県平均は県道以上を対象。

○倉吉河川国道事務所管内国道９号の死傷事故率（鳥取県東伯郡琴浦町～米子市陰田町）

○位置図

米子市

（定義）死傷事故率＝各区間の死傷事故件数/（区間延長×日交通量×365日）×1億

米子道路

米子自動車道

西伯郡大山町 東伯郡琴浦町
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（件/億台ｷﾛ）

公会堂前交差点

西福原一丁目交差点
二本木交差点
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Ｓ６３ Ｈ２ Ｈ６ Ｈ９ Ｈ１１

米子市車尾（国道９号）における交通事故の推移（件,人）

負傷者数（人）

事故件数（件）

死者数（人）

赤
井
手
〜
陰
田

暫
定
供
用

淀
江
大
山
〜
米
子
東
Ｉ
Ｃ

暫
定
供
用

米
子
自
動
車
道
開
通

凡例

※事故件数、負傷者数、死者数の数値は道路交通センサスより

a

※対象エリアは右図内の
国道９号a地点から
公会堂前交差点間

鳥取県平均

42.9(件/億台ｷﾛ)

米子道路の暫定供用に伴い、交通事故は減少傾向に
あるものの依然、多くの事故が発生している。

また、交通事故の傾向として車両相互の追突事故が
多数を占める。

一般国道９号 米子道路



境港貿易センター

境港市役所

竹内工業団地

米子市役所

皆生温泉

JR米子駅

米子市役所
淀江支所

淀江大山

米子東

米子南

米子西

米子空港

境港

複合型商業施設
及び関連構想
（開発面積約29ha）

大型複合商業施設
H17開業

（開発面積約4ha）

ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝを配置した
多目的国際ﾀｰﾐﾅﾙ
（H16.6.23 供用）

滑走路2,500m化計画

日吉津村役場

安来市

米子流通業務団地

境港西工業団地

４．社会経済状況
（１）沿道地域の進展（開発計画）

▼ 米子周辺地域における開発計画

■米子市、境港市において、港湾、空港、商業施設等の物流拠点整備計画が進められている。
境港や米子空港における貨物量は増加傾向にある。

▲境港輸移出入貨物年次別実績

資料）境港港湾統計年報

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2 4 6 8 10 12 14

輸移出

輸移入

合計

（千ﾄﾝ/年）

H7.3 FAZ（輸入促進地域）に指定

境港における輸移入
貨物は増加傾向。

■■米子米子ICICから米子市街地方向を臨むから米子市街地方向を臨む

米子IC

至

松
江

至

鳥
取

米
子
自
動
車
道

開発計画

工業団地等

鳥取県中海圏域
地方拠点都市地域

名和淀江道路

江島大橋
（H16.10.16 
２車線供用）

米子自動車道

一般国道９号 米子道路



境港

米子空港 皆生温泉
海水浴場

主な観光地

米子水鳥公園

水木しげるロード

皆生温泉

４．社会経済状況
（２）沿道地域の進展（観光）
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鳥取砂丘・いなば温泉郷周辺 とっとり梨の花温泉郷周辺 境港周辺

地域別入込客数（鳥取県）
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井
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と
り
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の
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温
泉
郷
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辺

東
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耆
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辺
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子
・

皆
生
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泉
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辺

境
港
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辺

大
山
周
辺

奥
日
野
周
辺

※資料：H14観光客入込動態調査結果
（鳥取県企画部 H15）

（千人）

利用交通機関別観光入込客数（鳥取県）

その他
5%飛行機

1%

タクシー
1%

路線バス
3%

貸切バス
7%

自家用車
80%

列車
3%

観光における自動車の利用率は
９割を越える。

■皆生温泉や境港があり、年間約３００万人の
観光客が訪れている。

1,190

494

282

1,610

797

1,525
1,456

1,321

111

松江 4,629
下関 3,408

倉敷美観地区 3,039
宮島 2,609

出雲大社 2,019
大山 1,321

中国地方主要観光地入込客数（千人/年）

出典：各県観光担当課調べ（平成14年）

２箇所をあわせ
約３００万人

とっとり花回廊

一般国道９号 米子道路



安来市

米子市

日吉津村

鳥取県

島根県

至松江

安来道路

米子南IC

日野川東IC

米子IC

米子東IC

淀江大山IC

至鳥取

日本海

米子
JCT

一般国道９号 米子道路 L=14.2km

431

180

米子西IC
181

終
点

米
子
市
陰
田
町

起
点

西
伯
郡
大
山
町
安
原

よ
な

ご

い
ん

だ

ち
ょ
う

さ
い

は
く

だ
い

せ
ん
ち
ょ
う
や
す

は
ら

※渋滞損失時間算定の対象区間は当該事業による影響を受ける区間

交通事故減少について説明資料を作成します。

○渋滞損失の削減効果

５．事業効果
（１）円滑なモビリティの確保

■米子道路（暫定２車線）を４車線化整備することにより、円滑な交通流を確保

淀江大山IC入口交差点

陰田交差点

0 5 10 15 20

米子道路
４車線化後

現状

現況
（米子道路
２車線）

米子道路
４車線化後

約17分

約15分

○所要時間の短縮効果

※所要時間は、淀江大山IC入口交差点から陰田交差点で算定。
淀江大山IC～米子西ICまで米子道路を利用した場合を想定
現況所要時間はH11センサス混雑時旅行速度、将来所要時間は
米子道路が４車線で整備された条件で算出

約2分短縮

※H42交通量配分結果を
もとに算出

0

5000

10000

15000

20000

25000

米子道路
２車線

米子道路
４車線化後

渋
滞
損
失
時
間
（
千
人
・
時
間

/年
）

19,525 17,430

渋滞損失時間 約10%減

一般国道９号 米子道路

整備有
（４車線）

整備無
（２車線）



安来市

米子市

日吉津村

鳥取県

島根県

至松江

安来道路

米子南IC

日野川東IC

米子IC

米子東IC

淀江大山IC

至鳥取

日本海

米子
JCT

一般国道９号 米子道路 L=14.2km
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0

50

100

150

200

現状（H12～15平均） 米子道路
４車線化後

５．事業効果
（２）安全性の向上

■米子道路（暫定２車線）を４車線化整備することにより、現道から大型車などの通過交通等が、
米子道路に転換するため現道の交通事故が減少

○人身事故件数の削減効果

人身事故件数算定区間：現国道９号の米子道路に並行する区間
（現状はH12～H15の平均事故件数を「交通事故 統合データ」より算出、
「米子道路４車線化後」は H42交通量配分結果をもとに算出）
※算定式は【交通事故減少原単位の改定案について：H15.3国土交通省】によった。

150
164

（件/年） 人身事故件数 約10%削減

○第三次医療施設へのアクセスの改善

東伯郡から出発した場合、米子道路を利用することで
約５分の時間短縮ができます。
国道９号の米子市淀江町付近が混雑するため、その区間
を避けることが出来ます。

～東伯郡琴浦町から
米子市の鳥取大学付属病院まで～現場の声：消防局

※「鳥取県中部ふるさと広域連合消防局」への聞き取り調査による
（H17.11）

第三次医療施設：
鳥取大学付属病院

米子道路

鳥取県中部ふるさと
広域連合消防局

東伯郡琴浦町

救急車走行ルート

混雑

×

米子市淀江町

第３次医療施設60分未カバー圏

※旅行速度はセンサス混雑時旅行速度(H11)を用いた。
市町村境はH12国勢調査時点のもの

一般国道９号 米子道路

（米子道路２車線）



５．事業効果
（３）沿道環境の改善

■米子道路（暫定２車線）を４車線化整備することにより、米子周辺地域における環境が改善（Co2、Nox、
SPM排出量が削減）

※クスノキの総Co2吸収量=1.08t-C/年（１本あたり）
出典：公害健康被害補償予防協会「大気浄化植樹ﾏﾆｭｱﾙ」

平成15年3月

※ガソリン１リットル＝二酸化炭素量2.3kg
出典：「温室効果ガス排出量算定に関する検討結果」

平成12年9月
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米子道路２車線 米子道路４車線化後

(千t-c/年)

494520

約26千t-c削減
二酸化炭素（Co2）削減による効果

○約24,070本のクスノキ
が１年間に吸収する
二酸化炭素量に相当

○約30,970㍑／日

また、１日ガソリン使用量で
換算すると

※H42交通量配分結果をもとに算出。
（「客観的評価指標の定量的評価指標の算出
方法について」H15による）

※Co2排出量算定範囲は米子市、境港市、日吉津村、淀江町、
岸本町、会見町、西伯町について算出（行政境はH12国勢調査）

一般国道９号 米子道路

※H42交通量配分結果をもとに算出。
（「客観的評価指標の定量的評価指標の算出方法について」H15による）

※Nox、SPM排出量算定範囲は米子市、境港市、日吉津村、淀江町、岸本町、
会見町、西伯町について算出（行政境はH12国勢調査）
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2車線 米子道路
４車線化後

16271686
約5%削減(t/年)
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４車線化後

(t/年)

150160

約10%削減

Co2排出量

Nox排出量 SPM排出量

整備無
（２車線）

整備有
（４車線）

整備無
（２車線）

整備有
（４車線） 整備無

（２車線）
整備有
（４車線）



国道431号中国横断自動車道
岡山米子線

米子JCT

日野川
米
子
道
路

Ｂﾗﾝﾌﾟ
Ｃﾗﾝﾌﾟ米子IC

至鳥取

至松江

至境港

至
岡
山

松江方面から岡山方面
の渋滞が減少

(最大L=400mの渋滞)
【H17.8.14調査】

中国横断道の中まで渋滞
が発生(最大L=850m)
【H17.8.14調査】

交通量データ

国道431号中国横断自動車道
岡山米子線

米子JCT

日野川
米
子
道
路 松江方面から岡山方面

に渋滞が発生
(最大L=7,000m)
【H17.5.4調査】

中国横断道の中まで渋滞
が発生(最大L=1,200m)
【H17.5.4調査】

至鳥取

至松江

至境港

Ｂﾗﾝﾌﾟ
Ｃﾗﾝﾌﾟ

米子IC
至
岡
山

3000

6000

9000

H17.5.4 H17.8.14

５．事業効果
（４）米子JCT Bランプ供用による効果

■米子ＪＣＴ Ｂランプの供用（Ｈ１７．８．４）により、渋滞が大幅に緩和

交通量の変化交通量の変化

▲H17.5.4調査結果 ▲H17.8.14調査結果

両調査日で交通量に大きな差はない

（
台

/1
2h
）

▲米子自動車道（岡山方面）から米子自動車道入口交差点流入する交通量
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H17.5.4 H17.8.14

（
台
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）

松江方面から米子自動車道入口交差点に流入する交通量

米子JCT Bランプ利用交通量

3,600台/12hの交通量が米子JCT Bランプを利用

1.01倍

0.65倍

7,700台/12h 7,800台/12h

3,600台/12h

4,200台/12h

ゴールデンウィークや夏季など、帰省、観光シーズン時に発生していた
渋滞が大幅に緩和

渋滞長 渋滞長

6,700台/12h
6,200台/12h

渋滞が緩和

整備効果
○松江方面から米子自動車道方面への交通が
Ｂランプを利用することにより交差点部
における渋滞が大幅に緩和

▲松江方面から岡山方面への渋滞状況（H17.5.4） ▲松江方面から岡山方面への渋滞状況（H17.8.14）

（米子自動車道）（米子自動車道）

一般国道９号 米子道路



６．コスト縮減に関する取り組み
（１）新工法の導入（米子JCT B,Cランプ）
■海浜海岸耐候性鋼材の使用

photo

※海浜海岸耐候性鋼材：
鋼材に発生するサビ層が塗装にかわって腐食を防ぎ、塗装作業と
その塗り替え作業の省略により維持管理費が軽減する鋼材。

海浜海岸耐候性鋼材

■SSケーソン工法の採用

供用中道路に近接した橋脚の施工に「ＳＳケーソン工法」
を採用。

従来の土留め工法に比べ
・供用中の道路への影響が最小限に
・施工費用も安く

ケーソン ※ＳＳケーソン工法：
刃先を外側に広げた特殊な刃口金物を用い、ケーソン外周面と

地山間の間隙に玉砂利を充填することで、周辺摩擦抵抗を低減し、
ケーソン躯体の自沈のみによって沈設する工法。

新工法の導入による削減

●海浜海岸耐候性鋼材の使用
●SSケーソン工法の採用

【コスト縮減額】

１．４億円

一般国道９号 米子道路



７．投資効果

■米子道路の費用便益比は６．９（残事業）／ ２．３ （事業全体）であり、投資効果を確認
便益計測対象項目 内容

走行時間短縮便益
道路整備により、周辺道路も含めた走行時間が短縮される効
果を貨幣価値として計測する。

走行費用減少便益

道路整備によって混雑の緩和等走行条件が改善されることに
よる走行するために必要な費用の減少量として計測する。走行
費用には燃料費、オイル費、タイヤ・チューブ費、車両費、車両
償却費等が含まれる。

交通事故減少便益

道路整備によって周辺道路の交通量が減少することに伴う交
通事故による社会的損失の減少を貨幣価値として計測する。
交通事故の社会的な損失には運転者、同乗者、歩行者に関す
る人的損害額、交通事故により損壊を受ける車両や構造物に
関する物的損害額、事故渋滞による損失額が含まれる。

便益計測対象項目 内容

走行時間短縮便益
道路整備により、周辺道路も含めた走行時間が短縮される効
果を貨幣価値として計測する。

走行費用減少便益

道路整備によって混雑の緩和等走行条件が改善されることに
よる走行するために必要な費用の減少量として計測する。走行
費用には燃料費、オイル費、タイヤ・チューブ費、車両費、車両
償却費等が含まれる。

交通事故減少便益

道路整備によって周辺道路の交通量が減少することに伴う交
通事故による社会的損失の減少を貨幣価値として計測する。
交通事故の社会的な損失には運転者、同乗者、歩行者に関す
る人的損害額、交通事故により損壊を受ける車両や構造物に
関する物的損害額、事故渋滞による損失額が含まれる。

費用便益比の算出条件費用便益比の算出条件

走行時間短縮便益 ＋ 走行経費減少便益 ＋ 交通事故減少便益

事業費 ＋ 維持管理費

適用マニュアル ： 「費用便益分析マニュアル」
（平成１５年８月：国土交通省道路局 都市・地域整備局）

基準年次 ： 平成１７年
検討年数 ： 供用後４０年
事業費 ： 現在価値事業費＝単純価値事業費×割戻率
便 益 ： ＊道路整備前後における、①走行時間の価値②走行経費③交通事

故損失額 の差
＊上記金額は、OD（Ｈ１１センサス）、Ｈ１１実測交通量により推計した
交通量を用いて算出

＊部分供用時に発生する便益も含めて算出
費用及び便益額等については、平成１７年度の価値に換算
（現在価値算出のための社会的割引率 ： ４％）

走行時間短縮便益 ＋ 走行経費減少便益 ＋ 交通事故減少便益

事業費 ＋ 維持管理費

適用マニュアル ： 「費用便益分析マニュアル」
（平成１５年８月：国土交通省道路局 都市・地域整備局）

基準年次 ： 平成１７年
検討年数 ： 供用後４０年
事業費 ： 現在価値事業費＝単純価値事業費×割戻率
便 益 ： ＊道路整備前後における、①走行時間の価値②走行経費③交通事

故損失額 の差
＊上記金額は、OD（Ｈ１１センサス）、Ｈ１１実測交通量により推計した
交通量を用いて算出

＊部分供用時に発生する便益も含めて算出
費用及び便益額等については、平成１７年度の価値に換算
（現在価値算出のための社会的割引率 ： ４％）

Ｂ／Ｃ ＝

※残事業／全事業

一般国道９号 米子道路

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

残事業 全体事業

　　費用（Ｃ） 276 1,578

事業費 183 1,405

維持管理費 93 172

　　便益額（Ｂ） 1,899 3,702

走行時間短縮便益 1,663 3,240

走行経費減少便益 167 340

交通事故減少便益 69 122

6.9 2.3

項目

費用便益比（B/C）
総便益
3897/5215億円
現在価値
1899/3702億円

現在価値への換算イメージ

維持管理費
225/283億円
現在価値
93/172億円

事業費
272/833億円
現在価値
183/1405億円

（Ｂ）便益

（Ｃ）費用

オレンジ・黄色・緑色部分
：現在価値換算により
増減する金額

完成供用便益

事業費
暫定分維持管理費

完成分維持管理費

基準年以後：
現在価値に換算すると減額

基準年以前：
現在価値に換算すると増額

『現在価値』事業費・維持管理費・便益の総額については、
年次毎に発生するため、各総額を基準年時点の価格で
評価するため、物価等の差異を考慮したもの。

暫定供用 暫定供用

暫定供用

残事業費

暫定供用便益 基準年
（H17）

水色部分
：現在価値換算により
減少する金額



８．今後の対応方針

米子道路は、今後も事業を継続する。

一般国道９号 米子道路

■米子道路は

①米子周辺地域における経済活動の進展を支援する交通基盤。

②国道９号における渋滞緩和、交通安全の確保及び沿道環境の
改善に寄与。

■米子道路整備の費用便益比は ６.９ （残事業）
２.３ （事業全体）



米子道路

前提条件 事業の効率
性

■ 便益が費用を上回っている Ｂ／Ｃ＝２．３（全事業）
Ｂ／Ｃ＝６．９（残事業）

□ ルート確定済 都市計画決定　昭和５０年２月（米子市浦津～陰田町）
都市計画決定　昭和５６年８月（西伯郡淀江町今津～米子市浦津）
都市計画変更　平成元年１２月　L=9.4km
都市計画変更　平成４年　１月　L=5.4km

□ 円滑な事業執行の環境が整っている

事業実施環
境
（新規着工
 準備採択
時）

□ 都市計画手続等、環境影響評価の手続等の着手に必
要な調査が完了している

大項目 中項目

１．活力 ● 現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率 現道の年間渋滞損失が削減
・損失時間
　  現況：　19,525千人･時間／年
　  整備：  17,430千人･時間／年
・損失時間削減率：約10％

□ 現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である
区間の旅行速度の改善が期待される

□ 現道又は並行区間等における踏切交通遮断量が
10,000台時/日以上の踏切道の除却もしくは交通改善が
期待される

□ 現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期
待できるバス路線が存在する

■ 新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見
込まれる

西伯郡大山町名和地区からＪＲ米子駅へのアク
セｽ向上が見込まれる（４２分⇒　２３分）

※現況所要時間はＨ11センサス混雑時旅行速度､将来所要時間は
国道９号バイパスがすべて整備された条件で、規制速度等により算
定■ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用

飛行場へのアクセス向上が見込まれる
西伯郡大山町名和地区から米子空港へのアク
セｽ向上が見込まれる（５８分⇒４４分）

※現況所要時間はＨ11センサス混雑時旅行速度､将来所要時間は
国道９号バイパスがすべて整備された条件で、規制速度等により算
定

■ 重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上が
見込まれる

西伯郡大山町名和地区から重要港湾境港への
アクセス向上が見込まれる
（６３分⇒６１分）

※現況所要時間はＨ11センサス混雑時旅行速度､将来所要時間は
国道９号バイパスがすべて整備された条件で、規制速度等により算
定

■ 農林水産業を主体とする地域において農林水産品の
流通の利便性向上が見込まれる

東伯郡琴浦町特産の乳業及び西伯郡大山町
特産農産品の流通利便性向上が見込まれ
る。

□ 現道等における、総重量25tの車両もしくはISO規格
背高海上コンテナ輸送車が通行できない区間を解消す
る

□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である

□ 広域道路整備基本計画に位置づけのある環状道路を
形成する

□ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連
携あり

□ 中心市街地内で行う事業である

客観的評価指標

●事業採択の前提条件を確認するための指標

根拠

※　　データ上の制約がない限り、基本的に全ての項目について評価を実施するものとする。
　　　ただし、評価に必要な作業量が大きく、当該事業による効果は少ないことが予想される場合、
　　　評価実施主体が当該事業について評価対象外とすべきと判断した項目については、評価を
　　　実施しなくてもよいものとする。
※　　網掛けの指標は定量的な記述により効果の確認を行うことを基本とする。
※　　その他の指標は定性的に効果の有無を確認する。
※　　本指標に基づき効果を総合的に評価する必要がある。その手法については今後策定

一般国道
（二次改築）

事業実施環
境
（新規事業
　　採択
時）

政策目標

●事業の効果や必要性を評価するための指標

円滑な
モビリティ
の
確保

一般国道
（二次改築）

物流効率化
の支援

都市の再生

根拠



大項目 中項目

１．活力 都市の再生 □ 幹線都市計画道路網密度が1.5km/km2以下である市
街地内での事業である

□ DID区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都
市計画道路網密度が向上する

□ 対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発(300戸
以上又は16ha以上、大都市においては100戸以上又は
5ha以上)への連絡道路となる

国土・地域
ネットワー
ク
の構築

■ 高速自動車国道と並行する自専道（A'路線）として
の位置づけあり

山陰自動車道と並行する自専道

□ 地域高規格道路の位置づけあり

□ 当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連
絡するルートを構成する（A'路線としての位置づけが
ある場合に限る）

■ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時
間で連絡する路線を構成する

西伯郡大山町と米子市を最短で連絡

□ 現道等における交通不能区間を解消する

□ 現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消す
る

■ 日常活動圏中心都市へのアクセス向上が見込まれる 西伯郡大山町名和地区と米子市へのアクセス
向上が見込まれる（３８分⇒２４分）

※現況所要時間はＨ11センサス混雑時旅行速度､将来所要時間は
国道９号バイパスがすべて整備された条件で、規制速度等により算
定個性ある

地域の形成
□ 鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地
区を解消する

■ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大
規模イベントを支援する

鳥取県中海圏域地方拠点都市地域

■ 主要な観光地へのアクセス向上が期待される 皆生温泉や大山などへのアクセスの向上が見
込まれる。

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である

□ 自転車交通量が500台/日以上、自動車交通量が
1,000台/12h以上、歩行者交通量が500人/日以上の全て
に該当する区間において、自転車利用空間を整備する
ことにより、当該区間の歩行者・自転車の通行の快
適・安全性の向上が期待できる

□ 交通バリアフリー法に基づく重点整備地区における
特定経路を形成する区間が新たにバリアフリー化され
る

□ 対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づけ有り

□ 市街地又は歴史景観地区（歴史的風土特別保存区域
及び重要伝統的建造物保存地区）等の幹線道路におい
て新たに無電柱化を達成する

安全で
安心できる
くらしの確
保

■ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる 西伯郡大山町名和地区～国立鳥取大学付属
病院約５分短縮
（鳥取中部ふるさと広域連合消防局への聞き取りによる。H17
実施）

歩行者･自
転車のため
の
生活空間の
形成

２．暮らし

無電柱化に
よる美しい
町並みの形
成

一般国道
（二次改築）

政策目標
根拠



大項目 中項目

３．安全 安全な生活
環境の確保

□ 現道等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区
間が存する場合において、交通量の減少、歩道の設置
又は線形不良区間の解消等により、当該区間の安全性
の向上が期待できる

□ 当該区間の自動車交通量が1,000台/12h以上（当該
区間が通学路である場合は500台/12h以上）かつ歩行者
交通量100人/日以上（当該区間が通学路である場合は
学童、園児が40人/日以上）の場合、又は歩行者交通量
500人/日以上の場合において、歩道が無い又は狭小な
区間に歩道が設置される

災害への備
え

□ 近隣市へのルートが１つしかなく、災害による１～
２箇所の道路寸断で孤立化する集落を解消する

■ 対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路
ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位
置づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位
置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）と
して位置づけあり

第一次緊急輸送道路に位置づけ

□ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を
強いられる区間の代替路線を形成する

■ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能す
る（A'路線としての位置づけがある場合）

山陰自動車道と並行する自専道

□ 現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは
架替の必要のある老朽橋梁における通行規制等が解消
される

□ 現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は
冬期交通障害区間を解消する

地球環境の
保全

● 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2
排出量

ＣＯ２排出削減量：　２６千t/年
（将来整備有無での削減量）

● 現道等における自動車からのNO2排出削減率 自動車からのNO2排出量が約5％削減

● 現道等における自動車からのSPM排出削減率 自動車からのSPM排出量が約10％削減

□ 現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している
区間について、新たに要請限度を下回ることが期待さ
れる区間がある

□ その他、環境や景観上の効果が期待される

他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸ □ 関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あ
り

□ 他機関との連携プログラムに位置づけられている

その他 □ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項
目に属さない効果が期待される

５．その他

生活環境の
改善・保全

４．環境

一般国道
（二次改築）

政策目標
根拠




